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陵水会大阪支部 
支部長 
鈴木 敏夫
（大19回）

ご
挨
拶

西川ゼミ（民法）・バレーボール部

 顧   問
興津　成實	（大 9）

大西　久一	（大14）

山田　　督	（大19）

支 部 長
副支部長

幹 事 長
副幹事長

会計幹事

監査監事

鈴木　 敏夫	（大19）
松村　二郎 	（大22）
若園　清和	 （大22）
北本　和志	 （大25）
西村　孝一	 （大19）
寺島　康雄	 （大21）
亀川　　節	 （大23）
伊部 己代二	（大24）
吉田　雅昭	 （大26）
三原　正晴	 （大26）
小林　　薫	 （大27）
今井　健一	 （大27）
荒谷　和秀	 （大27）
加藤　清貴	 （大28）
上林　順治	 （大28）
太田　昌伸	 （大29）
京　　里美	 （大30）
嶋　　孝浩	 （大33）
家森　善章	 （大36）
吉田　　裕	 （大40）
前田　敬暢	 （大42）
池田　栄司	 （大46）
松村 龍之介	（大59）
杉野　向由　（大21）
嶋仲　直隆	 （大28）
岡本　善英	 （大25）
中井　　学	 （大43）
（総会承認で正式決定）

大 6 富 岡   進 大 25 岡 本　 善 英
大 7 松 浦　 義 敬 大 25 北 本　 和 志
大 9 興 津　 成 實 大 25 木 村   守
大 11 福 田　 忠 博 大 25 吉 本　 隆 弘
大 11 本 田　 貞 彦 大 26 鈴 木　 栄 二
大 12 岩 垣　 利 忠 大 26 前 田　 充 康
大 13 福井 陽一郎 大 26 三 原　 正 晴
大 14 大 西　 久 一 大 26 村 上　 茂 人
大 15 棚 橋　 猛 大 26 吉 田　 雅 昭
大 16 河 股　 昭 泰 大 27 荒 谷　 和 秀
大 16 松島萬三孝 大 27 今 井　 健 一
大 18 小 野　 晶 生 大 27 小 林　 薫
大 18 水 島　 孝 之 大 27 野田村 栄一
大 19 鈴 木　 敏 夫 大 28 奥 田　 勝 則
大 19 西 村　 孝 一 大 28 加 藤　 清 貴
大 19 山 田　 督 大 28 上 林　 順 治
大 20 尾 池　 健 児 大 28 嶋 仲　 直 隆
大 20 竹 中　 重 夫 大 29 太 田　 昌 伸
大 20 長谷川力雄 大 29 松 田　 好 史
大 20 平 井　 廣 忠 大 30 京　 里 美
大 21 秋 道　 達 夫 大 33 嶋　 孝 浩
大 21 杉 野　 向 由 大 33 鷹 野　 大 郎
大 21 高 田　 治 大 34 安 野　 信 之
大 21 寺 島　 康 雄 大 36 家 森　 善 章
大 21 松 居　 義 治 大 36 青 木　 典 生
大 22 中 村　 幸 文 大 38 甲斐田  有 亮
大 22 原　 幹 夫 大 39 西  松 あゆみ
大 22 松 村　 二 郎 大 40 吉 田  裕
大 22 若 園　 清 和 大 40 兼 田　 欣 治
大 23 亀 川　 節 大 41 塩 谷　 昌 史
大 23 笹 山　 明 彦 大 42 前 田　 敬 暢
大 23 辻 仲　 弘 明 大 44 田 井　 肇
大 23 松 田　 孝 造 大 46 池 田　 栄 司
大 24 伊 部 巳代二 大 46 市 田　 一 誠
大 24 黒 田　 康 久 大 46 才 田　 貴 広
大 24 出 口　 義 祐 大 58 吉 川　 友 里

（敬称略） 大 59 松 村 龍之介

年次幹事の皆様には、同期の方への総会参加の
呼び掛け等大阪支部の運営にご協力いただいて
います。現在、下記の皆様に年次幹事をお願い
しています。
各回年次幹事最低2名体制を目指していますが、
年次幹事不在の年次も多くあります。年次幹事
をお引き受けいただける方について、どうぞ自
薦他薦でご連絡をお待ちしています。
メール登録いただいた年次幹事の皆様とは、
メールにて陵水会と母校に関する情報発信を
行っています。連絡メールが届いていない年次
幹事の方は、お手数ですがメールアドレスを若
園宛ご連絡下さい。
今年度の支部総会は、久しぶりに懇親会を開催
予定です。懐かしい同期との久しぶりの懇親の
場として、7月16日大阪支部総会に、同期でお
誘いあわせの上ご参加下さい。
(連絡先 )
大阪支部年次幹事担当若園清和（大22回）
メール：wakazonokiyokazu@yahoo.co.jp
電話：090-1678-8606

　
同
窓
生
の
皆
様
に
は
常
日
頃
よ
り
陵
水
会
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
は
リ
モ
ー
ト
に
よ
り
支
部
総

会
を
行
い
ま
し
た
。
一
昨
年
は
や
む
を
得
ず
中

止
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
多

大
な
影
響
を
被
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
は
何
と

い
っ
て
言
葉
を
か
け
れ
ば
よ
い
の
か
と
戸
惑
う

ば
か
り
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
３
年
目
を
迎
え

て
幾
ば
く
か
対
処
能
力
も
付
き
、
何
と
か
総
会

を
開
く
準
傭
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
支
部
長
を

拝
命
し
て
今
年
、
来
年
が
総
仕
上
げ
の
任
期
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
来
年
11
月
に
開
催
予
定
の
彦
根
で

の
「
彦
根
高
商
創
立
百
周
年
記
念
式
典
」
の
成

功
で
す
。
式
典
で
の
多
く
の
同
窓
生
の
ご
参
加

を
得
る
こ
と
と
、
同
時
に
記
念
募
金
の
目
標
額

２
億
円
の
達
成
で
す
。
内
大
阪
支
部
は
法
人
募

金
二
千
万
円
・
個
人
募
金
千
七
百
万
円
の
計

三
千
七
百
万
円
が
目
標
額
に
な
り
ま
す
。
令
和

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
学
部
改
組
の
基
本
理
念
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
10
月
発
行
の
「
陵
水
会
報
」
に
詳
し
く

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち

ら
も
併
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
そ
の
う
え
で
、
具
体
的
な
改
革
内
容
に

つ
い
て
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。（

第
２
面
へ
続
く
）

2022（令和4）年陵水会大阪支部総会および講演会・演奏会のご案内

４
年
３
月
末
ま
で
で
法
人
募
金
は
２
社
、
個
人

募
金
は
１
６
５
名
の
方
々
の
賛
同
を
得
て
感
謝

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
目
標
と
し
て
法
人
募
金

は
10
社
、
個
人
募
金
は
３
０
０
名
の
賛
同
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
我
々
役
員
も
一
層

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
顧
い
い
た
し
ま

も
っ
と
自
由
に
。
未
来
社
会
を
創
る
。

新
学
長
紹
介

　
平
素
よ
り
、
滋
賀
大
学
の
教
育
な
ら
び
に
研

究
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
、
２
０
２
３
年
に
経
済

学
部
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
に
対
し
て
心
よ
り
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
が
、

滋
賀
大
学
経
済
学
部
は
、
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
２
０
２
３
年
度
に
学
部
改
組
を
予
定
し

◎感染防止対策の行政指導に基づき、本来の半数の定員数120名しか入
場出来ません。申し込み人数がオーバーとなり次第終了させていただき
ます、ご了承よろしくお願い申し上げます。
お申し込みは、同封されていますハガキか、もしくは右のQRコードをご
活用ください。
☆総会参加費：	10,000円	（一般会員）

7,000円	（男性20歳代会員・女性会員）　
　　	5,000円	（新卒会員）

コロナ禍の中で3年振りの開催です。情勢によっては中止や内容の変更の可能性が有ります。
　令和4年5月　陵水会大阪支部　幹事長 北本和志

日時：令和4年7月16日㈯午前10時30分より（受付開始午前9:40より）
会場：ホテルグランヴィア大阪(JR大阪サウスゲートビル20階)

①総　会	午前10:30〜10:50
②講演会	午前10:50〜11:20

・演題「滋賀大学の未来ー100周年を飛躍の年に」
・講師　新学長　竹村　彰通(たけむらあけみち)氏

③演奏会…午前11:30〜12:00
・尺八の演奏　藤岡　秀明(ふじおかひであき)氏
滋賀大学大学院経済学研究科経営学専攻2010年卒業
東京芸術大学 TUA音楽学部・/尺八専攻2019年卒業（第7面に記事あり）
・ピアノ演奏　鈴木　愛子(すずき　あいこ)氏
ウィーン、フランスで研鑽を積み大阪国際コンクール入選等
今回は、ピアノと尺八とのコラボやサプライズ演奏も？ご期待下さい。

④懇親会	午前12:00〜14:00
感染防止対策をした上で行ないます。飲食は自席にて、対話をする場合はマスク着用と
ディスタンスをお願いします。そして第29回、30回が担当し、楽しい企画を考えています。

プ ロ グ ラ ム

令和4年度 陵水会大阪支部 役員（予定）

1952年東京生まれ。ピアニストを
目指し東京芸術大学へ進学するも、
ピアノへの道を諦め東京大学経済
学部へ。同大学院修士課程を経て、
米スタンフォード大学統計学大学
院修了。1997年東京大大学院経済
学研究科教授、同情報理工学系研

自
分
の
成
長
は
時
に
触
れ
母
校
の
門
に

す
。
５
月
中
に
、
お
手

元
に
再
度
募
金
の
御
願

い
の
書
類
が
届
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　
７
月
16
日（
土
）
に
は
、
グ
ラ
ン
ビ
ア
ホ
テ

ル
大
阪
で
３
年
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
て
の
支
部

総
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
々

の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
少
な
く
と
も

我
々
世
代
は
リ
モ
ー
ト
で
は
意
思
疎
通
を
欠
き

ま
す
。
こ
ん
な
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
集
う
こ
と

の
大
切
さ
を
身
に
染
み
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
最
近
は
、
彦
根
に
よ
く
出
か
け
ま
す
。
母
校

は
、
外
観
は
大
変
変
わ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の

成
長
は
時
に
触
れ
母
校
の
門
に
あ
り
ま
す
。
門

の
前
に
立
つ
と
姿
勢
が
よ
く
な
り
ま
す
。
陵
水

会
の
意
義
を
強
く
認
識
し
、
私
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
た
恩
人
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の

同
窓
生
が
そ
の
意
義
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い

の
で
す
。

　
改
め
て
、
陵
水
会
の
方
々
の
ご
健
康
と
ご

活
躍
を
お
祈
り
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

経
済
学
部
長

中
野

桂

竹村 彰通 氏

究科教授、統計学会長。そして滋賀大学データサイエンス
学部創設（2017年4月国内初のデータサイエンス学部）に

位田前学長とともに尽力され、2021年には文部科学省からデータサイ
エンスの日本初の教育強化の拠点大学となり、大学院設置にも尽力さ
れました。陵水会の協力もあり連携企業も200社を超え、自動車、金融、
機械、保険、商社、情報通信等、日本のリーディングカンパニーと提
携する一方で、スタートアップする学生の芽の成長をバックアップし
「彦根を日本のシリコンバレーに」の想いを持たれています。今年、荒
波に旅立つ卒業生に花向けとしてショパンの「幻想即興曲」を力強く
演奏され、位田前学長の「滋賀大学はいつでも帰れる母親のような存
在」との話に益々陵水会の役割りも大事で有り、併せて竹村新学長に
ビジネスをサイエンスする実践的教育で経済学部の大改革と滋賀大学
の発展に大なたを振るわれることを陵水会大阪支部として期待します。


